
一斉学習 協働学習

教師による教材の提示 発表や話合い

協働での意見整理

協働制作

生徒が作成したグラフ（Google スプレッドシート）

Google スプレッドシート

Google スライド

生徒が作成したスライド（Googleスライド）

　

理科

生物基礎

『神経系と内分泌系による調節』

【運動に伴う体内の変化について調査する】

１人１台の端末を活用することで、生徒が効率的に実験データの集計や分析およびグラフの作成などを行うことができた。
また、実験データをクラウド上で共有することによって生徒が自身の班のデータだけでなく他班のデータも確認することがで
き、より多くのデータをもとに考察することができた。さらに、お互いに発表することで考察の仕方など新たな気付きを得ること
ができたと考えられる。

前時では踏み台昇降運動の前後で酸素飽和度、心拍数、呼吸数がどのように変化するのかを調べる実験計画について
立案を行っている。本時では、その計画に基づいて実験を行い、酸素飽和度、心拍数、呼吸数の変化をグラフとして表現する
とともに、それらの変化が体内のどのような反応により生じたのかについて考察し、考察した内容を表現する。

導
入

　　  前時に自分たちで計画した踏み台昇降運動に関す
　 る実験計画を確認する。

Googleスプレッドシートを活用して、班員ど
うしが協力して、踏み台昇降運動の前後の酸
素飽和度、心拍数、呼吸数の変化を記録し、グ
ラフを作成した。そして、Googleスライドを活用
して、考察したことをまとめたスライドを作成し
た。
作成した資料は、Google Classroomを通じ

てクラス全体で共有した。

展
開

　　　踏み台昇降運動の前後の酸素飽和度、心拍数、呼
　吸数を測定し、結果を記録する。その後、それらの実験
　デ―タの時間変化を表すグラフを作成する。

ま
と
め

　　　踏み台昇降運動することで体の変化がなぜ起こ
　ったのかを班で話し合い、スライドにまとめクラス全
　体に向けて発表する。発表内容をもとに体の変化の
　理由についてクラス全体で考察し、各生徒は考察し
　た内容を表現する。

Chromebook

プロジェクター

Google Classroom

パルスオキシメーター

活用場面

学習のねらい

学習の流れ ここでICTを活用！（実演場面）

活用のメリット、実践の工夫・振り返り等

活用したアプリ等活用した機器等


